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9. 研究実績の概要

配位プログラミングを利用して高度に情報化された新規セキュリティー技術の創成を目的とする。具体的には強い円偏光発光(CPL)を
示すキラル希土類錯体を超分子相互作用によって集積化しキラル配位高分子とすることでデバイス材料を実現し、さらにインクジェッ
ト技術を利用したセキュリティーマーキングを形成する。本年度は希土類錯体の円偏光発光性について、配位高分子型希土類錯体の合
成に取り組んだ。その結果、2座配位子を利用する系で高分子量体が形成していることを質量分析スペクトルなどから明らかにした。
さらにそのおおよその分子量分布を解明した。一方、キラル希土類錯体について様々な配位子を組み合わせたEu(III)錯体を合成し、
それぞれに関してCDスペクトルの計測と円偏光蛍光計測を溶液中において系統的に実施した。様々な配位子の組み合わせにより円偏光
蛍光の効率の最適化を行った。その結果、1.0を超えるｇ値が見いだされた。一方インクジェット技術を利用したパターン形成を検討
した。希土類作体をあらかじめ薄膜化し、そこに配位子をインクジェットパターン形成した。その結果、所望の円偏光パターンが形成
されることを見いだした。それぞれの錯体において、結晶構造解析を行い、配位子間の非共有結合相互作用を確認した。さらに山形大
学金井塚先生および奈良女子大棚瀬教授らとの共同研究ではカーボンナノチューブとの複合系で大きな熱電変換特性を見いだした。
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